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Report 

 

「人はなぜ大震災の救援に駆けつけるのであろうか。困っている人が

いるから。本当にそうであろうか。救命のためなら、救助、搬送のシ

ステム造りが重要である。経済的援助なら、募金活動や行政による配

慮の行き届いた援助が必要である。災害ボランティアが被災者にもた

らすものは、「不幸な目に会ったけれど、この社会は信じられる」と

いう交流のメッセージではないだろうか。阪神・淡路大震災から十年

、最も多くの死者を出した神戸市長田区を対象に、なぜ多くの人が焼

死したのか、どうして住民は帰ってこれないのか、そこにはボランテ

ィアのメッセージは届いたのか」という野田コーディネーターからの

発題、及び３名のパネリストからの報告と問題提起（青木氏「被災地

に見るホームレス救援の日々」、伊佐氏「仮設住宅、復興住宅での被

災者医療の十年～減らない孤独死をどうするのか～」、池田氏「被災

地神戸の生活経済苦を考える～激甚被災地名長田区の失われた十年～

」）をもとに地域のなかに世界の救援の問題を圧縮して考えてみた。
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